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（流域平均 開析高，流域凸斜面率，流域起伏数，侵食量 ・未侵食量の 変動係数， 谷密度，
1次流

路 と 2 次流路 ・2次流路 と 3次流路 ・3次流路 と 4 次流路の 分岐比）を用 い た．その結果，全

体の 分散の 約 78 ％ を説明す る主成分 に つ い て ，第 1 ・2 主成分が侵食の 活発 度 ・ば らつ き具

合，第 3 ・4 主成分が 流路の 発達状況で 表 され て い る こ と が 明らか と な っ た．四国山地 と中国

山地を比較 した場合 は
， 前者の ほうが よ り侵食が活発 で あ り侵食の ば らつ き具合 との 関係 を

一

部 につ い て認める こ とが で きた．．一
方，四国山地 と H 高山脈 との 比較で は，後者の侵食の 活発

さに広が りが ある もの の 全体的 に は類似 した傾向を示 した．さらに ， 地質調査所発行の 100万

分の 1 地 質図 を用 い て 地質を 7 区分 し検討 した結果，流域の 地質の 80％以上 を付加帯 ・変成

岩 ・深成岩が 占めた場合 ， 岩石 の 性質に関係 した主成分得点 の 特徴が
一

部 に認め られ た．
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ー

ワ
ー

ド ：DEM ， 地形計測，主成分分析

P2 ．数値等高線データを用いた谷線の抽出

水越博子 （国土地理院）・安仁屋政武 （筑波大）

Hiroko　 MIZUKOSHI 　 and 　 Masamu 　 ANIYA ： EXtraction　 of　 drainage　 networks 　 using

contour ．based　 DEM

　等高線 図に 手作業で 描かれ る谷線 に で きる限 り近 い 線を 自動的に抽出す る こ とを目的 と し，

数値等高線デ
ータ を用 い て ，C−BATM （Contour−Based　Automatic　Terrain　Mapping，　Mizukoshi

anCl　Aniya，2002）の 手法を応用 して ，谷線 を抽出す る手法 を開発 した．本手法で は ，谷線作成

の 際に，斜面の水 平断面形 を分類 し ， 谷の角度 ， 谷線の 合流 条件，末端長 の 下 限を設定す る必

要があ り，得 られ る谷線は
， 手作業で 等高線か ら得られ る谷線に近 い ．また，こ れ らの 谷線を

用 い て 谷次数 を計算する手法 を開発 した ．本研究で は，鹿児島県屋 久島の 宮之浦川流域全体に

お ける谷線を抽出 した．本手法 によ る谷線は，等高線の 屈曲が激 しい 部分で は途切れ る こ とか

ら，途切れ た部分 を手作業で つ な げる必要が ある．したが っ て ，全て の 谷線を白動的に つ なげ

る こ とは不可能で あ る が
， 得 られ る谷線は

．1分 に 実用 可能で ある．

　　キ
ー

ワ ード ：数値等高線 デ
ータ，自動抽出 ，谷線

P3 ．数値標高モ デルを用 い た落水線 と水平距離に もとつ く台地 ・丘陵地の 地形記述の 試み

　松浦俊也 （筑波大 ・院）・安仁屋政武 ・横張　真 （筑波大）・鈴木和次郎 （森林総合研究所）

Toshiya　 MATSUURA
，
　 Masamu 　 ANIYA

，
　 Makoto 　 YOKOHARI 　 and 　 Wajirou　 SUZUKI ：

Landform　description　 for　 hills　 and 　uplands 　 by　measuring 　the　surface 　distamces

between 　the 　break　of　slopes　using 　DEM

　傾斜変換線 に もとつ く地形認識 手順 を DEM を用 い た解析手順 に 置 き換 え る こ とを 目的に，

台地 ， 丘陵地，火山山麓段丘 に お ける谷底面
， 台地面 ， 段丘 面な ど の平坦 面を もつ 地形 と そ の

隣接斜面 を 10mDEM （北海道地図  作成）を用い て 記述する 手順 を考案 した．手順 は，  落

水線 と遡 上線を用 い た斜面頂部 と脚部の 抽出，  両者 の 位置関係 （距離 と方位）の 計測 ，   特

定地 形の 抽出の 3 点で あ り，     を行 っ た．斜面 の 頂部と脚部はそ れぞれ ， 8近傍 に お ける最

大流下 方向へ の 落水線 の 開始点，最大流入 方向へ の 遡 ヒ線 の 開始点 と し，傾斜度 2
°
を閾値 に

捉 えた．平坦 面を介 した斜面頂部 （脚部）ど うしの 位置 関係は，同点に お け る最大流 下 （流 人）

方位 を中心 とす る左右 45
°
の 3方位 に平面 を 介して 対向する斜面頂部 （脚部）へ の 最短距離 と

方位 に よ り捉え，同点 に属性づ けて図化 した．結果，各地形 の 顕 著 な傾 斜変換線 （点）の 抽出

と位置関係の 記述が で きる こ とが視覚的に確認 され た．本手法は，傾 斜変換線 （点）に 隣接斜

面 （平面）の 規模や位置 関係 な ど を属性づ け る こ と で ，目的に 応 じた地形 の 抽出や
， 植生 ウニ地
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など地形 に 関わ る様 々 な特徴記述 に 活用で きる可 能性が ある．今後の課題は
， 上記  ， 斜面の

途中形状把握 ，
お よび解析精度検証で あ る．

　　キ
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ド ：DEM ， 落水線 ， 水平距離 ， 斜面頂部 ， 斜面脚部，傾斜変換線

P4 ．　 TIN モデル を利用 した斜面の崩壊危険性評価 に関する検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西村智博 ・山田大介 ・本多政彦 （国際航業）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 進藤 仁 （伸栄開発）・平野昌繁 （大阪市立大）

Tomohiro 　NISHIMURA ，　 Daisuke　YAMADA ，
　 Masahiko　HONDA ，　 Jin　SHINDO 　and

Masashige　HIRANO ； The 　 assessment 　of 且andslide 　hazard　using 　the　TIN　 mode1

　傾斜の 計算や最大傾斜線の 追跡が容易な TIN モ デ ル を利用 して
， 斜面 の 崩壊発生 に関す る 地

形 因子 を定量的 に 評価 す る 方法に つ い て検討 した ．地形 因子 の 中で 傾斜 1　tan　e と等高線長

W （m 丿あた りの 集水面積 A 伽 うに注目する と，等高線単位長 さあた りの 集水面積ル W は等価斜

面 長 L ＊（m 丿とよぶ こ とがで きる ．特に Fs＝！
”・L

＊

”
に お い て π伽 ＝1／3である場合，地形的滑動

力指数と呼ばれ，崩壊発生条件の 評価 に と っ て重要 とされ て い る．本検討にあ た っ て は，過去

に崩壊が多発 した島根県西部地域に お い て ，災害発生直後に撮影さ れ た航空写真 をオ ル ソ化し

て 112，500DM と重ね合わせ る こ とに よ り，崩壊地 の 位置精度を確保 した．検討で は，斜面上 の

任意 の 地点に つ い て 1 を求め
， 同地点を起点 と して W を設定，そ の 両端を起点 として最大傾斜

線 を追跡 して A を計測 し，mw か ら L ＊ を求め て両対数 グ ラ フ 上 に整理 した．こ の 結果，崩壊

箇所の 多くは L
，

・＝24．5 〜 166．　1，1≧ 0，36 で発生 して お り、崩壊非発生域 とはある程度明瞭

な境界が設定で きた．こ の と きm ＝1 ，n ＝2／3程度で 、　 Fsは 5．　5 で ある ．ま た
， 崩壊発生域

に非崩壊箇所が 多数残 され，崩壊が発生 した の は危険領域 に あ たる斜面 の
一部で ある こ とも明

らか に な り， こ の よ うな危険箇所は今後同様の 崩壊が発生する可能性がある と言える．今後，

これ ら
一

連の 作業の 自動化 を進め ，他地域 にお ける検討の積み 重ね ， あるい は地盤情報の 導入

等 に よ る デ ータ ベ ース の 構築が課題 となる，

　　キ
ー

ワ
ー

ド ：TIN モ デ ル ，地形的滑動力指数，既往災害，崩壊危険性評価 ，島根県西部

P5 ．　 TIN モ デル を利用 した地形の 定騒的評価の 試み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田大介 ・本多政彦 ・西 村智博 （国際航業）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 進藤　仁 （伸栄開発）・平野昌繁 （大阪市立大）

Daisuke 　 YAMADA ，
　 Masahiko　 HONDA ，

　 Tomohiro　 NISHIMURA ，
　 Hitoshi　 SHINDO 　 and

Masashige 　HIRANO ： Quantitative　evaluation 　of　landscape　using 　tlle　TIN 　model

　TIN モ デ ル を利用する こ と に よ り，地形 を定量 的 に評価する方法 に つ い て考察 した ．　 TIN で

表現 され た地形は 「剛 の 集合で あ るか ら，従来 「面」に対 して行われて きた各種の 解析方法

が利用で きる ．こ こ で は，記載結晶学や構造地質学，構造岩石学の 分野 で 広 く用い られ て きた

「ス テ レ オ投影」の 手法を適用 して ，「面」 の 集合体 と して 表現 され て い る 地形 の 特性 を定量的

に表現する こ とを試み た．そ の ため，TIN モ デ ル を構成する個 々 の 「面」に対応する法線を求

め，それ に対する ス テ レ オ投影による処理 を行 っ た． 4種類 の 地形事例 （尾根型 ・谷型 ・直線

型 ・人⊥ ）を抽出 し，対応する TIN モ デ ル を用い て ス テ レ オ （シ ュ ミ ッ トネ ッ ト下半球）投影

を行 っ た．その 結果，地形ご と に固有の 集中パ タ
ー

ン が 見 られ ， 地形特性 を極の集中度 などで

定量的 に示す こ とが で きた．今後は検討事例 をさ らに増や し，ス テ レ オ ネ ソ ト上 に 出現する分

布 パ タ ーン に つ い て 地形 ご との 特徴 をま と め る．ス テ レ オネ ッ ト上 の極の 分布パ ターン 特性に

つ い て の 数量的評価 も含め た よ り詳細 な検討 も， 今後の 課題 で ある．また
，

よ り広域的な範囲
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